事　業　計　画例
様式３


	団体名
	代　表　者　名

	●●子ども食堂
	●●　●●



	①　事業名
	●●食堂

	②　事業実施目的
　　及び補助金の
申請理由
	・どのような人を対象に何をしているか？（「親が忙しく家でひとりで食事をしている子どもを対象に、子ども食堂を実施」など）
・今回補助金をなぜ申請するか？（「利用する子どもがコロナ禍で増加しているため、材料費として使いたい」など）

	③　申請協議額
	　　（上限30万円）（様式1・5の金額と同額）　　千円

	④　事業内容
（具体的内容・手法）
	[bookmark: _GoBack]【この助成で対象となる事業について】
・何カ所で、どの程度の頻度で実施しているか？（「市内3カ所の公民館で週1回ずつ実施」など）
・主な対象は誰か？（「ひとり親家庭の子ども」など）
・何人くらいが対象となる予定か？（「1回につき30名程度利用」など）
・誰が関わって運営しているか？（「当法人と、社会福祉協議会、近隣の大学のボランティアサークルが連携」など）
・何をどのくらい提供するか？（「地域の弁当店が作る弁当を1人に1つ配布」など）

	⑤遵守確認事項
	下記の項目に関して宣誓（チェック）してください。
○「ひとり親家庭等の子どもの食事等支援事業」（以下「本事業」と
いう。）に係る、他の中間支援法人からの助成の有無
□ 有 ・ □無
→（有の場合）
□ 他の中間支援法人から本事業に係る助成を受けている場合は、当該中間支援法人に提出した事業計画書を添付するとともに、助成を受けている事業内容が、今回申請する事業と同一内容かつ同一費目でないこと。
○申請する事業と同一内容かつ同一費目の事業に関して、他の中間
支援法人が実施する本事業の公募への申請の有無
□ 有 ・ □無
→（有の場合）
□ 他の中間支援法人が実施する公募に申請している場合は、いずれか一方の助成のみ受けることとし、もう一方の助成は辞退すること。



